
1984年出上の木簡
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敷曽
田だ

遺
跡

埼
玉

・

１
　
所
在
地
　
　
　
埼
玉
県
行
田
市
大
字
小
敷
田
字
桜
町
他

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年

（昭
５８
）
七
月
を

一
九
八
四
年
二
月

８
　
発
掘
機
関
　
　
鰯
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
団
中
正
夫

。
高
崎
光
司

・
吉
田
　
稔

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
、
古
墳
時
代
前
期
、
八
世
紀
ｉ
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

埼
玉
県
の
西
部
秩
父
山
地
を
源
と
す
る
荒
川
は
、
県
北
部
を
東
流
し
、
熊
谷

市
附
近
に
至
っ
て
流
れ
を
南
東
方
向
に
転
じ
、
東
京
湾

へ
と
向
う
。
小
敷
田
遺

跡
は
熊
谷
市
周
辺
に
発
達
し
た

い
わ
ゆ
る
荒
川
扇
状
地
の
東
側

氾
濫
原
、
自
然
堤
防
地
域
に
立

地
す
る
。
遺
跡
の
標
高
は
二
〇

ｉ
二

一
ｍ
で
あ
り
、
北
西
か
ら

南
東

へ
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
い

る
。
関
東
平
野
の
中
央
部
に
近

い
こ
の
地
域
で
は
、
関
東
造
盆

地
運
動
と
呼
ば
れ
る
地
盤
の
沈

下
現
象
が
み
ら
れ
る
。
遺
跡
は
現
在
水
田
下
に
埋
没
し
、
平
坦
な
低
湿
地
帯
に

立
地
す
る
が
、
古
代
で
は
標
高
も
や
や
高
く
、
地
形
の
変
化
に
も
富
み
、
水
田

利
用
部
分
も
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
小
敷
田
遺
跡
と
隣
接
す
る
池
上
遺

跡
で
は
、
弥
生
時
代
中
期

（須
和
田
式
）
の
集
落
跡
と
、
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建

物
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
古
代
に
お
け
る
環
境
と
現
在
の
環
境
の
違
い

を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
周
辺
は
、
荒
川
水
系
の
伏
流
水
の
影
響
か
ら
か
地
下

水
位
が
非
常
に
高
い
た
め
、
遺
跡
か
ら
は
多
く
の
木
製
品
が
出
上
し
た
。

小
敷
田
遺
跡
の
発
掘
は
、　
一
般
国
道

一
七
号
熊
谷
，ハ
イ
パ
ス
の
建
設
工
事
に

伴
う
も
の
で
、
建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
働
埼
玉
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
が

一
九
八
三
年
（昭
５８
）
か
ら
着
手
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
遺
跡
名
は
小
敷
田
遺
跡
と
し
て
い
る
が
、
遺
跡
の
範
囲
は
、
行
日
市
小
敷

田
か
ら
熊
谷
市
池
上
に
か
け
て
で
あ
り
、　
一
九
八

一
年
度
に
県
立
さ
き
た
ま
資

料
館
に
よ
り
調
査
さ
れ
た
池
上
遺
跡
と
接
す
る
。
発
掘
調
査
区
が
道
路
用
地
で

あ
る
た
め
延
長
は
一
。
三
ｋｍ
に
及
び
、
総
面
積
約
二
六
、
○
○
○
ゴ
で
あ
る
。

遺
跡
に
は
道
路
用
地
を
横
断
す
る
市
道
や
水
路
に
よ
り
便
宜
的
に
Ａ
ｉ
Ｆ
区
の

呼
称
を
あ
た
え
て
お
り
、　
一
九
八
三
年
度
に
Ａ
区
、　
一
九
八
四
年
度
に
Ｄ

・
Ｅ

・
Ｆ
区
の
上
り
車
線
側
約
半
分
を
調
査
し
た
。　
一
九
八
五
年
度
に
入
り
Ｂ

。
Ｃ

区
を
調
査
し
て
い
る
。
木
衝
が
出
土
し
た
の
は
Ａ
区
で
あ
る
。

Ａ
区
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
の
住
居
跡
三
棟
、
奈
良
時
代
と
思
わ
れ
る
二
間

×
三
間
の
総
柱
の
掘
立
柱
建
物
跡

一
棟
、
時
期
不
明
の
二
間
×
三
間
の
掘
立
柱

建
物
跡

一
棟
、
弥
生
時
代
中
期

。
古
墳
時
代
前
期

・
八
世
紀
ぞ
九
世
紀
代
の
上

(熊 谷)



羨
合
せ
て
約
五
〇
基

・
溝
約
二
五
条
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
遺
構
の
検
出

面
上
に
厚
さ
二
〇
を
三
〇
釦
程
の
、
八
世
紀
を
九
世
紀
頃
の
遺
物
包
含
層
を
形

成
し
て
い
た
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
総
柱
の
掘
立
柱
建
物
跡
の
近
く
で
検
出
さ
れ
た
二

九
及
び
五
二
号
土
羨
で
あ
る
。
二
九
号
土
羨
は
二

・
Ｏ
ｍ
×
二

。
二
ｍ
、
深
さ

六
五
釦
の
不
整
円
形
、
五
二
号
土
羨
は
四

・
七
ｍ
×
二

・
三
ｍ
、
深
さ
五
〇
伽

の
不
整
楕
円
形
で
あ
る
。
と
も
に
覆
上
に
は
多
量
の
植
物
性
繊
維
と
木
片
が
認

め
ら
れ
、
覆
上
自
体
も
よ
く
似
て
い
た
。
木
簡
と
共
伴
す
る
遺
物
に
は
、
土
師

器
杯

・
皿

・
甕
、
須
恵
器
杯

。
高
台
付
杯

。
皿

・
蓋
が
あ
る
。
ま
た
五
二
号
上

羨
で
は
櫛
、
曲
物
、
大
足
の
粋
、
弓
を
転
用
し
た
棒
状
の
製
品
等
多
く
の
木
製

品
が
あ
る
。
二
九
号
土
羨
で
は
砧
状
の
製
品
な
ど
が
あ

っ
た
。
出
土
土
器
か
ら

二
基
の
上
羨
間
に
大
き
な
時
期
差
は
な
く
、
と
も
に
八
世
紀
の
初
頭
前
後
と
考

え
ら
れ
る
。
Ａ
区
で
は
他
に
、
八
世
紀
ｉ
九
世
紀
代
と
思
わ
れ
る
溝
・土
羨
。井

戸
跡

・
遺
物
包
含
層
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
杯
や
蓋
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
二
九
号
土
羨
、
五
二
号
土
羨
か
ら
出
土
し
た
土
器
よ
り
も
時
期
は
新

し
い
。
墨
書
は
、
肉
眼
で
判
断
で
き
る
限
り
で
は
次
の
よ
う
に
読
め
る
。
蓋
に

書
か
れ
た
も
の
に
は

「大
Ｌ

杯
底
部
に
書
か
れ
た
も
の
に
は

「山
」、
「若
□
」

が
あ
る
。
杯
体
部
に
書
か
れ
た
も
の
に
は

「丸
」
、
「
オ
」
が
各
二
個
体
ず
つ
あ

り
、
そ
の
他
二
文
字
書
か
れ
て
い
る
も
の
等
合
計

一
一
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
日
回
直
許
在
□
□
代
等
言
而
布
四
枚
乞
是
寵
命
座
而
」

。
□
子
善
問
賜
欲
白
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（卜〇〇）×
］∞
Ｘ
釦
　
ＯμΦ　　＊

②
　
。
「九
月
七
日
五
百
十
六
□
〔即
臣
ヵ
〕

」

名
井
六
次
四
百
八
束
□
千
□
百
七
十

少
稲
二
千
五
十
五
束
　
　
　
　
　
」
　

　

牌枷露
∞聟
］
昌

＊

③
　
・
口
口
比
回
□
百
五
十
東
□
」

。
日
回
六
束

　
　
　
　
　
」
　

　

　

　

　

（霊
）六
じ
ね

ｏ曽

14)

浮
紅躙
　
　
　
　
『日
回
□
木
里

廿
転
叫
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
味
味
』
」
　
　
　
　
　
　
　
∞∞ｏＸ
”ＮＸ
⇔　
Ｏμ】

「今
貴
大
徳
若
子
御
前
頓
首
拝
白
云
」
　
　
∞Ｎ露
］露
∞
昌

＊

名
直
上
畳
十
五
絞
薦
八
立
薦
二
枚
合
百
十
枚
」

ｏ
「
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

」
中∞⇔
Ｘ
（［〇
）
Ｘ
　ヽ　〇∞
μ　
　
＊

数
　
　
　
墨
俣

『口
日
Ｈ
□
』
　
　
　
　
（Ｓ
ｙ
やア
ヽ
昌

＊

口
□



1984年出上の木簡

①
を
④
は
二
九
号
土
羨
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
他
は
五
二
号
土
羨
か
ら
の

出
上
で
あ
る
。
①
は
上
部
が
焼
失
し
て
い
る
が
書
簡
文
の
よ
う
で
あ
る
。
一暴
面

の

「
□
」
は
芳
が

「
也
」
と
判
読
で
き
る
が
、
偏
の
部
分
が
焼
け
て
い
て
判
読

は
で
き
な
い
。
②
は
稲
の
束
数
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
少
稲
」
と
は

ど
の
よ
う
な
稲
か
は
解
ら
な
い
。
⑭
に
は
、
釈
文
に
記
し
た
以
外
に
も
、
各
所

に
墨
痕
ら
し
き
も
の
が
み
ら
れ
る
。
０
は

「
云
」
で
終

っ
て
い
る
た
め
、
書
簡

文
の
始
め
の
部
分
の
手
本
の
よ
う
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

「御
前
」
と
い

う
表
現
が
使
わ
れ
る
の
が
、
藤
原
宮
出
上
の
木
簡
に
例
が
多
い
こ
と
は
、
こ
の

木
簡
が
書
か
れ
た
年
代
を
考
え
る
う
え
で
大
い
に
興
味
が
か
い
も
の
で
あ
る
。

①
の

「絞
薦
」

「
立
薦
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

送
り
状
の
よ
う
な
も
の
の
一
部
か
と
考
え
ら
れ
る
。
０
の

「墨
俣
」
に
つ
い
て

も
不
明
で
あ
る
。
①
は
棒
状
の
物
の
一
面
を
削
り
そ
の
面
に
書
か
れ
て
い
る
も

の
で
、
習
書
と
思
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

働
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『年
報
４
　
昭
和
五
八
年
度
』

（
一
九

八
四
年
）

（田
中
正
夫
）

滋
賀
。
大
津
城
跡

所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
大
津
市
浜
大
津

調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年
（昭
５８
）
一

発
掘
機
関
　
　
大
津
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
松
浦
俊
和

遺
跡
の
種
類
　
城
跡

。
町
屋
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
室
町
時
代
末
期
を
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
衛
出
土
遺
構
の
概
要

大
津
城
は
、
大
津
市
下
阪
本
に
あ
っ
た
坂
本
城
廃
城
後
、
同
市
浜
大
津
の
湖

辺

一
帯
に
築
か
れ
た
水
城
で
あ
る
（天
正
一
四
年
頃
、　
一
五
八
一〇
。
だ
が
、
関
ケ

原
合
戦
後
、
天
下
人
と
な
っ
た

徳
川
家
康
は
、
大
津
城
の
立
地

が
周
囲
の
丘
陵
か
ら
俯
酸
さ
れ

る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
嫌
い
、

同
地
よ
り
や
や
東
に
寄

っ
た
膳

所
の
地
に
新
た
に
膳
所
城
を
築

い
た

（慶
長
六
年
、　
三
ハ
０
５
一

こ
れ
に
伴
い
、
大
津
城
は
わ
ず

か
一
二
年
余
り
で
廃
城
と
な
り
、

「万
凡
物
應
□
□

「国
連
連
首
連

（囀］〇
）
Ｘ
ゃヽ
×
卜　　〇∞
μ　
　
半

（μ∞Ｎ
）
Ｘ
μΦ
Ｘ
ＰΦ　　Ｏ∞
μ

54321

丁
目

一月
―

一
九
八
四
年

一
月
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